
　7月10日金曜日の５～６限目に,「つくばね学」の授業の一環で「マナー講座」が行われました。講師とし

てライセンスアカデミーの高野先生,秦野先生をお迎えしました。日々の学校生活の身だしなみが就職の面

接に大きく影響するということやお辞儀の仕方,言葉遣いなど実践的な練習を交えながらで様々なお話をし

てくださいました。生徒たちは熱心に活動に取り組み,学んだことをつくばね学テキストにまとめていまし

た。

「マナー講座」が行われました！―７月10日　２学年―

学校ポロシャツを作成しました！
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「人間関係作り演習」が行われました！―６月30日,7月7日　1学年―

　6月16日,１年生の行事で進路ガイダンスが行われました。講師として(株)さんぽうの水嶋晃利先生をお迎

えして,ご講話をいただきました。

水嶋先生は「高校生活は，自分探し，自分磨きの３年間。人としてやりたいこと，なりたいもの（目標）

を見つける３年間。」というメッセージをくださいました。水嶋先生のたいへん情熱的で説得力あるお話

に,生徒たちは熱心に耳を傾けていました。生徒たちからは「高校３年間でやりたいことを見つけたい。」

「自分の態度を見直したい」「夢中になって取り組むと,３年間は意外と短いかもしれない。」という声が

聞こえてきました。講演の後の生徒たちの表情はとてもいきいきとしていました。

６月19日の５・６限目に2年生が「つくばね学」を実施しました。講師としてつくば市政策イノベーション

部企画経営課袴田修由氏と筑波学院大学寺田正之氏をお招きしてお話をしていただきました。つくば市の

概要について,各種調査のデータをもとに詳しく説明してくださいました。また,筑波研究学園都市の建設の

あゆみや,つくば市が目指そうとしている未来構想について,写真を豊富に交えて説明してくださいました。

生徒は事後のワークシートの中で「普段なにげなく暮らしている街だけど,計画的に開発されているまちな

んだということが分かった。」「地域ブランドイメージが全国1位で,子育てしやすく住みやすいまちだとい

うことを知って,このまちを誇りに思った。」などと記していました。

　新型コロナウイルス感染症対策の一環で,学校行事の中止や延期など見直しがなされている中において,生

徒会の生徒たちが,このような状況の中でも,何か思い出に残るようなイベントを企画したいという熱い思い

を胸に，「学校ポロシャツを作ろう！」と生徒たちに呼びかけて活動しました。各クラスからデザインを

募り，全校で投票をおこないました。開票の結果,色はジャパンブルーで左肩側に「ＴｓｕｋｕｂａＨ.Ｓ」

のプリントというシンプルでさわやかなデザインに決定しました。
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進路ガイダンスが行われました！―６月16日―

「つくばね学」を実施しました！―６月19日　２学年―

　６月30日,7月7日の４時限目に「人間関係づくり演習」が行われました。前回同様,茨城大学大学院教育学

研究科正保春彦先生と３名の大学生を先生としてお迎えしました。生徒たちは,様々なジェスチャーゲーム

を通して,自分の思いや考えを他者に伝えることの難しさを味わったり,他者に伝え合うことの大切さや関わ

り合うことの大切さを学びました。


